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１ 人口の推移 

（１）国勢調査による人口の推移 

 

 

国勢調査による横手市の総人口は、平成2年以降、年少人口と生産年齢人口の減少により減少傾向と

なっており、平成17年には103,652人（12,109人減）となっています。老年人口は増加の一途をたど

り、平成17年には30,489人（10,146人増）となっており、高齢化率も平成2年の17.6％から平成17

年には29.4％と上昇し、秋田県を上回っています。 

 

【国勢調査による横手市の人口の推移】 

 平成2年 平成7年 平成12 年 平成17 年 

年少人口 21,184 17,857 15,033 12,822 

生産年齢人口 74,224 69,875 65,310 60,341 

老年人口 20,343 24,868 28,661 30,489 

総人口 115,761 112,600 109,004 103,652 

 

【国勢調査による秋田県の人口の推移】 

 平成2年 平成7年 平成12 年 平成17 年 

年少人口 219,637 188,844 163,095 142,507 

生産年齢人口 815,840 786,983 746,252 694,288 

老年人口 191,573 237,682 279,764 308,193 

総人口 1,227,478 1,213,667 1,189,279 1,145,501 

                           ※総人口には年齢不詳も含むため内訳と合致しない 

【横手市の年齢3区分の割合】          【秋田県の年齢3区分の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.6% 22.1% 26.3% 29.4%

64.1%
62.1%

59.9% 58.2%

18.3% 15.9% 13.8% 12.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

15.6% 19.6% 23.5% 26.9%

66.5%
64.9% 62.8%

60.7%

17.9% 15.6% 13.7% 12.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

年少人口

生産年齢人口

老年人口

●総人口は減少し、高齢化率は上昇傾向にある 

単位：人 

単位：人 
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（２）住民基本台帳による人口の推移 

 

 

住民基本台帳による横手市の総人口は、平成17年以降減少し続けており、平成19年には104,306人

（2,189人減）となっています。その一方、世帯数は増加しており、1世帯当たりの人員も平成17年の

3.4人から平成19年には3.1人となっています。地域別の人口分布をみると、いずれの地域でも男性よ

り女性が多くなっており、地域別人口は横手地域が39,069人と多く、次に平鹿地域（14,362人）、十文

字地域（14,113人）と続き、世帯数では横手地域（14,396世帯）、十文字地域（4,494世帯）、平鹿地域

（4,099世帯）と続いています。 

 

【住民基本台帳による人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成17年度の世帯数のみ国勢調査 

【地域別人口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 平成19年9月末現在 

（人・世帯）

106,495 105,345 104,306

33,92933,71031,669

3.13.1
3.4

0

50,000

100,000

150,000

200,000

平成17年 平成18年 平成19年

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

（人）総人口 世帯数 １世帯当たり人員

総　数 男 女

横手市 104,306 49,637 54,669 33,929

横手地域 39,069 18,592 20,477 14,396

増田地域 8,500 4,059 4,441 2,687

平鹿地域 14,362 6,862 7,500 4,099

雄物川地域 10,932 5,234 5,698 3,086

大森地域 7,476 3,477 3,999 2,295

十文字地域 14,113 6,709 7,404 4,494

山内地域 4,242 2,013 2,229 1,282

大雄地域 5,612 2,691 2,921 1,590

地域別
人口

世帯数

●総人口と1世帯当たり人員は減少、世帯数は増加傾向にある 

単位：人、世帯 
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65歳以上の親族のいる一般世帯 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

世帯数 138,057 163,603 185,567 200,138

世帯人員 555,530 609,588 635,302 631,572

65歳以上の親族人員 182,918 227,313 265,032 289,678

65歳以上の親族のいる一般世帯 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

世帯数 9,788 11,250 12,253 19,580

世帯人員 44,981 48,593 49,317 69,072

65歳以上の親族人員 13,042 15,980 17,953 28,902

２ 第１号被保険者のいる世帯の状況 

 

 

65歳以上の親族がいる一般世帯は、平成2年から増加傾向にあり、平成17年には19,580世帯（9,792

世帯増）となっています。また、65歳以上の親族人員も増加し続けており、平成2年は13,042人でし

たが、平成17年には28,902人と15,860人の増加となっており、秋田県と同様に高齢者世帯は増加して

います。 

 

【横手市の65歳以上の親族がいる一般世帯】 

 

 

 

 

 

【秋田県の65歳以上の親族がいる一般世帯】 

 

 

 

 

平成17年国勢調査 

●65歳以上の親族がいる世帯は、増加傾向にある 

単位：人 

単位：人 
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３ 第１号被保険者の就労状況 

 

 

65歳以上の就労状況は、男性が4,749人、女性が2,481人であり、合計7,230人となっています。15

歳以上の就労人数は52,331人であり、65歳以上の就労している人の割合は13.8％となります。職種は、

農林漁業作業者（自営業）の占める割合が高くなっています。 

 

 

【65歳以上の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年国勢調査 

●就労者に占める65歳以上の割合は、13.8％ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

専 門 的 ・

技 術 的

職 業

従 事 者

管 理 的

職 業

従 事 者

事 務

従 事 者

販 売

従 事 者

サ ー ビ ス

職 業

従 事 者

保安 職業

従 事 者

農林 漁業

作 業 者

運 輸 ・

通 信

従 事 者

生産 工程

・ 労 務

作 業 者

分類 不能

の 職 業
52,331 5,383 1,058 7,449 6,011 4,671 602 9,106 1,512 16,449 90

7,230 200 247 242 685 337 49 4,334 62 1,053 21

65 ～ 74 歳 5,372 141 172 201 459 280 48 3,091 60 904 16

75 歳 以 上 1,858 59 75 41 226 57 1 1,243 2 149 5

29,546 2,483 942 2,740 3,444 1,268 575 5,651 1,471 10,924 48

4,749 153 208 102 383 95 49 2,897 60 790 12

65 ～ 74 歳 3,449 103 147 84 280 81 48 1,951 58 688 9

75 歳 以 上 1,300 50 61 18 103 14 1 946 2 102 3

22,785 2,900 116 4,709 2,567 3,403 27 3,455 41 5,525 42

2,481 47 39 140 302 242 - 1,437 2 263 9

65 ～ 74 歳 1,923 38 25 117 179 199 - 1,140 2 216 7

75 歳 以 上 558 9 14 23 123 43 - 297 - 47 2

総     数

総　　　数

65 歳 以 上

65 歳 以 上

女　　　性

65 歳 以 上

男　　　性

単位：人 
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４ 人口の推計 
 

 

 

 

 

【実際人口と将来推計】 

 

 

 

 

 

 

【年齢三区分別割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の将来推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 総人口は緩やかに減少、高齢者人口は平成20年以降30％を超える 

● 平成23年に65-74歳を75-84歳が上回り、85歳以上は5,000人以上に 

 

単位：人 

単位：人 

年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

0-14歳 12,946 12,630 12,352 12,088 11,825 11,558 11,332 11,066 10,832 10,622

15-64歳 63,108 62,124 61,110 60,156 59,210 58,476 57,732 56,400 54,984 53,422

65歳以上 30,441 30,631 30,844 30,936 30,987 30,776 30,484 30,798 31,119 31,533

総人口 106,495 105,385 104,306 103,180 102,022 100,810 99,548 98,264 96,935 95,577

将来推計値実際人口

年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

65-74歳 15,128 14,744 14,339 13,920 13,676 13,102 12,515 12,620 12,885 13,481

75-84歳 11,791 12,213 12,571 12,824 12,852 12,846 12,835 12,723 12,434 11,997

85歳以上 3,522 3,674 3,934 4,192 4,459 4,828 5,134 5,455 5,800 6,055

高齢者数 30,441 30,631 30,844 30,936 30,987 30,776 30,484 30,798 31,119 31,533

実際人口 将来推計値

28.6% 29.1% 29.6% 30.0% 30.4% 30.5% 30.6% 31.3% 32.1% 33.0%

59.3% 58.9% 58.6% 58.3% 58.0% 58.0% 58.0% 57.4% 56.7% 55.9%

12.2% 12.0% 11.8% 11.7% 11.6% 11.5% 11.4% 11.3% 11.2% 11.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平　成
17年度

平　成
18年度

平　成
19年度

平　成
20年度

平　成
21年度

平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

0-14歳

15-64歳

65歳以上

49.7%
48.1%

46.5%
45.0% 44.1%

42.6%
41.1% 41.0% 41.4%

42.8%

12.0% 12.8% 13.6% 14.4% 15.7% 16.8% 17.7% 18.6% 19.2%

38.0%38.7% 39.9% 40.8% 41.5% 41.5% 40.0%
41.3%41.7% 42.1%

11.6%

0%

20%

40%

60%

平　成
17年度

平　成
18年度

平　成
19年度

平　成
20年度

平　成
21年度

平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

65-74歳 75-84歳 85歳以上
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５ 要介護認定者数と推計値 
 

 

 

 

 

 

【要介護認定者数と推計値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 総数は緩やかに増加し、要介護1・2の層が最も多く、約40％ 

● 要介護4・5以上は約32％と高く、重度の要介護認定者とその家族が 

安心できるサービスの提供が必要 

単位：人

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

 要支援1 521 362 376 362 372 379 394 399 400

 要支援2 240 334 346 340 349 356 366 371 373

 要介護1 1,462 1,292 1,340 1,351 1,376 1,384 1,415 1,443 1,458

 要介護2 1,036 1,056 1,096 1,113 1,135 1,140 1,165 1,195 1,211

 要介護3 816 913 953 956 980 986 1,024 1,053 1,071

 要介護4 807 839 878 899 921 926 950 980 1,000

 要介護5 900 988 1,031 1,029 1,059 1,070 1,121 1,157 1,180

 合　計 5,782 5,784 6,020 6,051 6,191 6,241 6,436 6,599 6,693

※第2号被保険者含む

実際人口 将来推計値

15.6 17.1 17.1 17.0 17.1 17.1 17.4 17.5 17.6

14.0 14.5 14.6 14.9 14.9 14.8 14.8 14.9 14.9

14.1
15.8 15.8 15.8 15.8 15.8 15.9 16.0 16.0

17.9
18.3 18.2 18.4 18.3 18.3 18.1 18.1 18.1

25.3 22.3 22.3 22.3 22.2 22.2 22.0 21.9 21.8

5.8 5.7 5.6 5.6 5.7 5.7 5.6 5.6
9.0 6.3 6.2 6.0 6.0 6.1 6.1 6.0 6.0

4.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

 要支援1

 要支援2

 要介護1

 要介護2

 要介護3

 要介護4

 要介護5

実績値 推計値

900 988 1,031 1,029 1,059 1,070 1,121 1,157 1,180

839 878 899 921 926 950 980 1,000

816
913 953 956 980 986 1,024 1,053 1,071

1,036
1,056 1,096 1,113 1,135 1,140 1,165 1,195 1,211

1,462 1,292
1,340 1,351 1,376 1,384 1,415 1,443 1,458240 334
346 340 349 356

366 371 373

521 362
376 362 372 379

394 399 400

807

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

 要支援1

 要支援2

 要介護1

 要介護2

 要介護3

 要介護4

 要介護5

実績値 推計値
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６ 日常生活圏域 
 

 

 

 

【横手市日常生活圏域図】 

 

 

 

 大森 

 大雄 横手 

 

 雄物川    平鹿 

  山内 

 十文字 

       増田 

 

 

 

 

 

※注 東部、西部、南部の各地区は地域包括支援センターの管轄地区を表します。 

 

 

【地域包括支援センター】 

地域包括支援センター 管轄圏域 

東部地域包括支援センター 横手・山内 

西部地域包括支援センター 雄物川・大森・大雄 

南部地域包括支援センター 増田・平鹿・十文字 

●日常生活圏域は、3地域 

●地域包括支援センターも3箇所 

 

西部地区 

南部地区 

東部地区 
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７ 市民意識調査にみる市の現状 

 

（１）要介護要因 

 

 

 

 

【要介護になる要因】 

 

 

 

 

 

 

【治療中の病気（一般高齢者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳卒中（脳梗塞・脳内出血など）

心臓病

認知症 糖尿病

呼吸器の病気（肺炎など）

無回答

（％）

骨折・転倒など

リウマチ・腰痛・関節炎

高齢による衰弱

その他

わからない

24.5 5.0 18.3 2.8 10.3 11.0

1.6

10.3 11.4

1.6

3.1認定者　　　（N=1,054）　　

9.9

13.9

2.9

6.9

5.6

28.7

1.6

1.1

1.1

4.2

15.2

3.3

12.9

4.4

2.0

0.4

7.8

0.8

1.9

1.3

2.0

4.6

6.1

1.6

1.2

0.1

7.6

51.5

10.5

42.0

15.0

2.6

3.3

8.9

0 10 20 30 40 50 60

高血圧　　　　　　　　　　　　　　　　

糖尿病　　　　　　　　　　　　　　　　

心臓の病気　　　　　　　　　　　　　　

脳卒中（脳梗塞・脳内出血など）　　　　

高脂血症・高コレステロール血症　　　　

がん　　　　　　　　　　　　　　　　　

肝臓の病気　　　　　　　　　　　　　　

腎臓、泌尿器の病気　　　　　　　　　　

呼吸器の病気　　　　　　　　　　　　　

胃腸の病気　　　　　　　　　　　　　　

骨・関節の病気（腰痛・膝痛・骨折など）

痛風、高尿酸血症　　　　　　　　　　　

うつ病　　　　　　　　　　　　　　　　

認知症　　　　　　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　

%

一般高齢者（N=1,121）

若年者　　　（N=1,779）

●介護認定者の要介護になった要因は脳卒中が最も多い。また、主な原因である高血圧を治療中の一
般高齢者も多いことから、食生活などに注意が必要 

●治療中の病気で二番目に多いのは骨折・転倒、リウマチ・腰痛・関節炎などで、これは疾患による
運動不足や身体活動の低下による体の衰えへの対策が重要 
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（２）介護予防に必要な取り組み 

 

 

 

 

 

【介護予防に必要な取り組み（一般高齢者）】       【運動施設や教室の利用意向（一般高齢者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運動施設への要望（一般高齢者・若年者）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.3

9.4

2.1

60.5

37.8

10.5

26.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

転倒・骨折の予防    

筋力の現状維持や向上

認知症の予防        

栄養管理指導        

歯磨きの指導        

その他              

無回答              

%

N=1,121

N=1,121

わからない
20.6%

利用したいとは思
わない
14.8%

利用できない
7.7%

無回答
3.9%

近くにあれば利用
したい
46.0%

ぜひ利用したい
7.0%

32.6

9.0

1.8

5.1

29.8

69.6

19.2

46.0

18.4

3.0

11.5

3.4

21.3

36.6

11.1

23.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

指導員がついて体力づくりの体操など個人

にあった運動指導がある　　　　　　　　

個人がいつでも利用できる施設がある　　

いろいろな運動に親しめる講座がある　　

屋内で運動やスポーツができる場所がある

屋外で運動やスポーツができる場所がある

その他　　　　　　　　　　　　　　　　

特に希望はない　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　

%

一般高齢者（N=1,121）

若年者　　　（N=1,779）

●介護予防には転倒・骨折予防が重要 

●いつでも気軽に利用できる運動施設が求められている 
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（３）地域に希望する高齢者への手助け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●話し相手、急病や災害時、安否確認など、地域への安心を求めている 

28.5

11.0

25.1

2.1

23.7

20.9

21.7

8.4

6.5

9.0

28.5

29.4

1.2

33.6

6.2

62.5

34.9

18.9

7.5

11.1

40.6

44.9

0.8

8.2

2.0

17.3

4.4

24.3

7.2

23.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

安否確認の声かけ・見守り

話し相手　　　　　　　　

買い物の手伝い　　　　　

家事の手伝い　　　　　　

通院など外出の手伝い　　

急病などの緊急時の手助け

災害時の手助け　　　　　

その他　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　

%

認定者　　　（N=1,054）

一般高齢者（N=1,121）

若年者　　　（N=1,779）
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（４）相談相手 

 

 

 

 

 

 

        【認定者・一般高齢者】             【介護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定者　　　（N=1,054）

一般高齢者（N=1,121）

●相談相手は「家族・親族」が一番、 

「ケアマネジャー」は二番目に頼れる相談先 

1.3

0.9

0.2

23.6

11.8

66.9

13.3

1.4

0.9

4.8

9.7

4.2

0.7

5.8

9.0

1.6

0.9

0.4

1.4

1.6

9.2

70.3

21.1

1.4

0.8

5.2

12.0

4.6

4.5

0.5

6.1

13.4

0 20 40 60 80

市の担当職員　　　　

地域包括支援センター

社会福祉協議会・困り

ごと相談所　　　　　

民生委員　　　　　　

町内会の役員や世話役

老人クラブ　　　　　

ボランティア　　　　

ケアマネジャー　　　

介護サービス事業者　

医療機関　　　　　　

家族・親族　　　　　

友人・知人・近所の人

その他　　　　　　　

相談相手がいない　　

相談はしない　　　　

無回答　　　　　　　

%

認定者　　　（N=1,054）

一般高齢者（N=1,121）

46.5

14.5

10.3

5.7

4.0

0.4

0.1

0.7

0.7

3.3

9.5

57.8

19.8

6.8

17.6

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家族・親族　　　　　　　　　　

ケアマネジャー　　　　　　　　

医療機関　　　　　　　　　　　

友人・知人・隣近所の人　　　　

介護サービス事業者　　　　　　

市の担当職員　　　　　　　　　

社会福祉協議会・困りごと相談所

民生委員　　　　　　　　　　　

地域包括支援センター　　　　　

ボランティア　　　　　　　　　

町内会の役員や世話役　　　　　

老人クラブ　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

相談相手がいない　　　　　　　

相談はしない　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

%

N=819
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（５）保健福祉サービスの今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認定者】                 【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●認定者では、「介護用品支給券支給事業」「理美容訪問サービス事業」 
「移送サービス事業」が多い 

●一般高齢者では、「健康診査・がん検診」「高齢者入浴券支給事業」 
「健康教育・健康相談」が多い 

N=1,054

19.1

13.7

12.3

10.6

10.6

9.3

8.7

6.4

4.8

4.6

2.2

18.8

13.9

9.8

18.3

11.5

18.8

27.5

0 10 20 30 40 50

介護用品支給券支給事

業　　　　　　　　　

理美容訪問サービス　

移送サービス　　　　

健康診査・がん検診　

高齢者入浴券支給　　

雪下ろし・雪よせ支援

はり・きゅう・マッサ

ージ施術費助成　　　

配食サービス　　　　

敬老事業（長寿祝金・

敬老会など）　　　　

寝具クリーニングサー

ビス事業　　　　　　

緊急通報装置の設置　

家族介護者交流事業　

健康教育・健康相談　

徘徊高齢者家族支援サ

ービス事業　　　　　

家族介護教室事業　　

いずれも利用したくな

い　　　　　　　　　

わからない　　　　　

無回答　　　　　　　

%

N=1,121

28.9

16.9

16.1

6.3

5.4

2.9

2.9

3.8

12.4

11.5

4.4

20.1

8.0

22.3

40.9

0 10 20 30 40 50

健康診査・がん検診　

高齢者入浴券支給　　

健康教育・健康相談　

はり・きゅう・マッサ

ージ施術費助成　　　

敬老事業（長寿祝金や

敬老会）　　　　　　

雪下ろし・雪よせ支援

緊急通報装置の設置　

シニアパワーアップ教

室　　　　　　　　　

生きがい活動支援通所

事業（ﾐﾆﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）　

配食サービス　　　　

生活管理指導員派遣（

ヘルパー）　　　　　

生活管理指導短期宿泊

(ショートステイ)　　

いずれも利用したくな

い　　　　　　　　　

わからない　　　　　

無回答　　　　　　　

%
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（６）今後の高齢者施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ☆「寝たきりや認知症予防のための施策」 

○「高齢者を地域で見守るような住民の助け合い」 

◇「健康審査や健康相談の充実」が多い 

N=1,054

23.9

17.7

16.4

14.0

12.5

10.2

8.6

8.4

7.0

5.7

5.6

2.6

1.9

1.7

2.2

11.9

16.5

11.9

21.6

16.3

21.9

25.9

0 10 20 30 40 50

寝たきりや認知症予防のため施策

訪問介護などの在宅サービス　　

病院や診療所などの医療機関　　

特別養護老人ホームなどの施設サ

ービス　　　　　　　　　　　　
高齢者を地域で見守るような住民

の助け合い活動　　　　　　　　

健康診査や健康相談の充実　　　

道路の段差解消など人にやさしい

まちづくり　　　　　　　　　　

災害時などの避難体制整備　　　

福祉や生活に関わる相談　　　　

高齢者が身近な地域で集まれる場

づくり　　　　　　　　　　　　

高齢者向け住宅の整備や住宅改造

グループホームなど居住系サービ
ス　　　　　　　　　　　　　　

敬老事業（長寿祝金や敬老会）　

筋力トレーニング等による体力の

維持・向上の為の場や機会の提供

ボランティア活動やスポーツ活動
など生きがいの場や機会の提供　

健康教室など健康づくり事業　　

相談窓口の設置など虐待防止対策

の充実　　　　　　　　　　　　
高齢者の働く場の情報提供や就労
機会の提供　　　　　　　　　　
成年後見制度など財産保全に関す

る高齢者の権利を守る施策　　　

その他　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

%

N=1,121

31.4

27.1

26.9

21.8

19.4

18.6

17.4

16.1

15.6

15.6

10.3

7.9

7.0

6.2

1.7

10.1

13.6

36.7

28.3

25.5

28.0

19.1

0 10 20 30 40 50

健康診査や健康相談の充実　　　

高齢者を地域で見守るような住民

の助け合い活動　　　　　　　　
道路の段差解消など人にやさしい

まちづくり　　　　　　　　　　

病院や診療所などの医療機関　　

寝たきりや認知症予防のため施策

高齢者が身近な地域で集まれる場
づくり　　　　　　　　　　　　

訪問介護などの在宅サービス　　

災害時などの避難体制整備　　　

特別養護老人ホームなどの施設サ
ービス　　　　　　　　　　　　

健康教室など健康づくり事業　　

敬老事業（長寿祝金や敬老会）　

ボランティア活動やスポーツ活動
など生きがいの場や機会の提供　

高齢者向け住宅の整備や住宅改造

筋力トレーニング等による体力の

維持・向上の為の場や機会の提供

福祉や生活に関わる相談　　　　

高齢者の働く場の情報提供や就労

機会の提供　　　　　　　　　　
グループホームなど居住系サービ

ス　　　　　　　　　　　　　　
相談窓口の設置など虐待防止対策
の充実　　　　　　　　　　　　
成年後見制度など財産保全に関す

る高齢者の権利を守る施策　　　

その他　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

%

N=1,779

40.0

31.0

30.5

30.4

28.2

26.7

25.1

19.8

19.4

18.5

17.2

8.9

7.8

7.7

1.4

3.1

5.6

41.1

36.8

30.5

34.1

27.2

0 10 20 30 40 50

訪問介護などの在宅サービス　　

寝たきりや認知症予防のため施策

高齢者の働く場の情報提供や就労

機会の提供　　　　　　　　　　

健康診査や健康相談の充実　　　

高齢者が身近な地域で集まれる場

づくり　　　　　　　　　　　　

病院や診療所などの医療機関　　

高齢者を地域で見守るような住民

の助け合い活動　　　　　　　　
ボランティア活動やスポーツ活動

など生きがいの場や機会の提供　

特別養護老人ホームなどの施設サ
ービス　　　　　　　　　　　　

福祉や生活に関わる相談　　　　

高齢者向け住宅の整備や住宅改造

道路の段差解消など人にやさしい
まちづくり　　　　　　　　　　

健康教室など健康づくり事業　　

災害時などの避難体制整備　　　

グループホームなど居住系サービ
ス　　　　　　　　　　　　　　
筋力トレーニング等による体力の

維持・向上の為の場や機会の提供
相談窓口の設置など虐待防止対策

の充実　　　　　　　　　　　　

敬老事業（長寿祝金や敬老会）　

成年後見制度など財産保全に関す

る高齢者の権利を守る施策　　　

その他　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

%

【認定者】 【一般高齢者】 【若年者】 

☆ 

○ 

◇ 

☆ 

☆ 

○ 

○ 
◇ 

◇ 
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（７）今後充実してほしいサービス 

 

 

 

 

 

 

 

【認定者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●充実してほしいサービスで多いのは、 
「デイサービス」「ショートステイ」「特別養護老人ホーム」 

●地域別では、横手・雄物川・増田・平鹿地域では「ショートステイ」が、 
山内・大森・大雄・十文字地域では「デイサービス」が最も多い 

26.6

18.5

15.6

14.3

13.4

11.3

9.7

9.0

8.1

7.0

6.5

6.5

5.4

5.3

4.6

9.6

9.7

13.2

18.7

14.5

19.5

27.9

0 10 20 30 40 50 60

通所介護（デイサービス）　　　　　

短期入所生活介護・療養介護（ショー

トステイ）　　　　　　　　　　　　

介護老人福祉施設（特別養護老人ホー

ム）　　　　　　　　　　　　　　　

訪問介護（ホームヘルプサービス）　

福祉用具貸与　　　　　　　　　　　

福祉用具購入費の支給　　　　　　　

地域密着型介護老人福祉施設入所者生
活介護　　　　　　　　　　　　　　

訪問入浴介護　　　　　　　　　　　

住宅改修費の支給　　　　　　　　　

訪問看護　　　　　　　　　　　　　

介護老人保健施設　　　　　　　　　

認知症対応型通所介護　　　　　　　

認知症対応型共同生活介護（認知症高

齢者グループホーム）　　　　　　　

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問リハビリテーション　　　　　　

特定施設入居者生活介護（有料老人　
ホームなどにおける介護）　　　　　

夜間対応型訪問介護　　　　　　　　

居宅療養管理指導　　　　　　　　　

地域密着型特定施設入居者生活介護　

小規模多機能型居宅介護　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

%

N=1,054
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◆居住地域別◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横手地域

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（19.5%）

デイサービス
（24.7%）

デイケア
（7.0%）

ショートステイ
（28.3%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（4.4%）

     認知症高齢者
グループホーム

（10.6%）

福祉用具貸与　
（17.7%）

特別養護
老人ホーム

（20.3%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（16.4%）

介護老人　
保健施設 　

（11.7%）

山内地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（24.4%）

デイサービス
（42.2%）

デイケア
（4.4%）

ショートステイ
（17.8%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（0.0%）

     認知症高齢者
グループホーム

（2.2%）

福祉用具貸与　
（17.8%）

特別養護
老人ホーム

（15.6%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（11.1%）

介護老人　
保健施設 　

（8.9%）

雄物川地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（15.3%）

デイサービス
（22.5%）

デイケア
（10.8%）

ショートステイ
（23.4%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（4.5%）

     認知症高齢者
グループホーム

（9.0%）

福祉用具貸与　
（18.0%）

特別養護
老人ホーム

（19.8%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（13.5%）

介護老人　
保健施設 　

（10.8%）

大森地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（17.8%）

デイサービス
（27.4%）

デイケア
（5.5%）

ショートステイ
（16.4%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（2.7%）

     認知症高齢者
グループホーム

（4.1%）

福祉用具貸与　
（15.1%）

特別養護
老人ホーム

（15.1%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（11.0%）

介護老人　
保健施設 　

（9.6%）
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大雄地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（12.9%）

デイサービス
（29.0%）

デイケア
（9.7%）

ショートステイ
（21.0%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（8.1%）

     認知症高齢者
グループホーム

（11.3%）

福祉用具貸与　
（17.7%）

特別養護
老人ホーム

（19.4%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（12.9%）

介護老人　
保健施設 　

（12.9%）

増田地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（22.4%）

デイサービス
（27.1%）

デイケア
（8.2%）

ショートステイ
（30.6%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（7.1%）

     認知症高齢者
グループホーム

（8.2%）

福祉用具貸与　
（17.6%）

特別養護
老人ホーム

（25.9%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（20.0%）

介護老人　
保健施設 　

（12.9%）

平鹿地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（14.7%）

デイサービス
（29.3%）

デイケア
（8.0%）

ショートステイ
（31.3%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（4.0%）

     認知症高齢者
グループホーム

（5.3%）

福祉用具貸与　
（24.0%）

特別養護
老人ホーム

（13.3%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（8.0%）

介護老人　
保健施設 　

（7.3%）

十文字地区

0.0

20.0

40.0

60.0

訪問介護
（22.4%）

デイサービス
（35.0%）

デイケア
（10.5%）

ショートステイ
（27.3%）

 　小規模多機能
型居宅介護

（5.6%）

     認知症高齢者
グループホーム

（12.6%）

福祉用具貸与　
（18.2%）

特別養護
老人ホーム

（23.8%）

地域密着型
介護老人
福祉施設
（17.5%）

介護老人　
保健施設 　

（14.7%）
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（８）主たる介護者の状況 

 

 

 

 

 

【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護期間】 

 

 

 

 

 

 

 

３か月未満

３～６か月未満

６か月～１年未満

１～２年未満

２～３年未満 無回答

（％）

３～５年未満 ５～１０年未満 １０年以上

5.1 11.4 18.8 9.3

1.7

4.8 17.8 19.8 11.4認定者　　　（N=  819）　　

２９歳以下

３０～３９歳

４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 無回答

（％）

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５歳以上

7.1 31.3 9.6 5.6 2.3 8.7

0.4

1.3

14.7 11.0 8.1認定者　　　（N=  819）　　

●介護者は50～60歳代が5割を占め、介護期間は約5割が3年以上となっており、介護者の精神的・
身体的・経済的負担軽減等などのサービスの充実や情報提供が必要 
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【介護を行う上で困っていること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在宅介護に必要な支援】       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.0

13.3

13.2

2.6

9.6

16.5

15.4

11.2

26.3

45.5

0 10 20 30 40 50 60

介護保険やその他の保健福祉サービスを

充実する　　　　　　　　　　　　　　

介護保険や保健福祉サービス等について

わかりやすく情報を提供する　　　　　

身近な地域で介護や生活の事を気軽に相

談できる体制を整備する　　　　　　　

在宅で高齢者を介護している人同士の交

流の場を提供する　　　　　　　　　　

介護に対する家族や地域の理解を促すた

めの意識啓発を行う　　　　　　　　　

介護の技術を教える介護研修などを充実

する　　　　　　　　　　　　　　　　

介護者を支えるボランティアなどの地域

活動を充実する　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　

%

N=819

25.8

6.3

5.6

4.8

3.5

18.2

14.2

3.1

22.0

5.0

22.3

39.7

0 10 20 30 40 50 60

介護の精神的負担が大きい　　　　　

介護の身体的負担が大きい　　　　　

もっとサービスを利用させたいが、本

人が嫌がる　　　　　　　　　　　　

利用料の負担が大きい　　　　　　　

介護の方法がわからない　　　　　　

もっとサービスを利用させたいが、希

望する事業者が利用できない　　　　

利用限度額が低いので、十分にサービ

スを利用できない　　　　　　　　　

家族や近隣の方の理解・協力が足りな

い　　　　　　　　　　　　　　　　

もっとサービスを利用させたいが、希

望するサービスがない　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

%

N=819
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（９）今後の介護について 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の介護の意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自宅での生活を継続するために必要なサービス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に家族の介護を受け

ながら、自宅で暮らしたい

主に介護サービスを利用

して、自宅で暮らしたい

少人数で生活できる介護

つきのグループホームな

どで暮らしたい

特別養護老人ホーム

などの介護施設に入りたい

民間の介護つき有料老人

ホームに入りたい

その他
わからない

無回答

23.6

16.6

36.1

23.7

29.8

3.4

6.8

12.3

8.5

6.3

11.9

6.6

16.9

22.1

20.8

16.4

3.5

28.2

0.5

1.1

3.0

0.4

0.5

0.8

認定者　　　（N=1,054）　　

一般高齢者（N=1,121）　　

若年者　　　（N=1,779）　　

（％）

●『自宅で暮らす』を望む人が4割以上と最も多い 

●自宅での生活を継続するために必要なサービスは、認定者において、 

「緊急時でもショートステイがいつでも利用できること」が最も多い 

●自宅以外での生活希望理由は、家族への配慮や緊急時の対応への不安が多い  

5.1

42.5

1.4

3.8

19.4

3.8

41.2

23.7

49.5

0.9

7.2

5.2

16.3

37.6

7.1

43.7

0 10 20 30 40 50 60

２４時間対応の訪問介護サービスが利

用できること　　　　　　　　　　　

自宅にヘルパー等が泊まり夜間も世話

してくれるサービスがある事　　　　

希望する時間にデイサービスが利用で

きること　　　　　　　　　　　　　

緊急時でもショートステイがいつでも

利用できること　　　　　　　　　　

緊急時に医師が往診に来てくれること

その他　　　　　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

%

認定者　　　（N=630）

一般高齢者（N=582）
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【自宅以外での生活希望理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.2

19.8

28.2

7.6

0.0

35.2

10.7

34.6

42.8

45.9

25.8

11.9

0.6

0.6

5.0
5.3

38.9

25.2

45.0

26.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

一人暮らしや高齢者のみの世帯で自宅での
生活に不安を感じるから　　　　　　　　

自宅で受けられる介護サービスが不十分だ

から　　　　　　　　　　　　　　　　　

家族は仕事をしているなど、介護の時間が
十分にとれないから　　　　　　　　　　

緊急時の対応の面で安心だから　　　　　

家族に迷惑をかけたくないから　　　　　

専門的な介護が受けられるから　　　　　

介護の為の部屋がない入浴しにくい等住宅

の構造に問題があるから　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　

%

認定者　　　（N=131）

一般高齢者（N=159）
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（10）介護サービスの充実と負担のあり方 

 

 

 

 

【介護サービスの充実と負担のあり方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充分なサービスが受けられるなら

保険料等負担が増えても仕方ない

サービスの充実は必要であるが、

高い負担とならないようにする

負担は現状程度でサービスを利用

する人だけが自己負担すればよい

自己負担が増えるなら、サー

ビスを充実しなくてもよい

無回答

（％）

その他

わからない

12.6 61.1

55.0

5.7

6.2

1.8

3.1

11.1

12.5

7.0

9.513.3

0.7

0.4

認定者　　　（N=1,054）　　

一般高齢者（N=1,121）　　

●「サービスの充実は必要であるが、高い負担とならないようにする」が、最も多い 
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８ 介護保険事業給付実績分析にみる市の現状 
 

（１）要介護認定者の推移と実績 

 

 

 

 

 

 

【要介護認定者の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実績は現計画書より 

（ただし、要介護状態区分別人口は、推計値のため、内訳と合計が合致しない） 

 

【要介護認定者総数における割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年9月末現在 

●平成19年度推計の平成19年9月末実績は、 
要支援1、2では見込みを下回り、要介護4・5では見込みを上回る 

●要介護認定者総数における割合は、要介護4、5では国を上回る 

旧区分 新区分 横手市 国

要支援１ 6.1% 12.1%

要支援２ 5.9% 13.1%

－ 0.5%

要介護１ 22.1% 18.2%

要介護２ 18.5% 17.4%

要介護３ 15.9% 15.1%

要介護４ 14.5% 12.5%

要介護５ 17.2% 11.1%

要支援

経過的要介護

旧区分 新区分
平成16年
年度実績

平成18年
年度推計

平成18年
10月末実績

平成19年
年度推計

平成19年
9月末実績

要支援１ 552 319 568 341

要支援２ 781 263 803 329

160 -

要介護１ 1,220 520 1,413 535 1,240

要介護２ 829 883 1,032 878 1,039

要介護３ 640 705 814 701 891

要介護４ 683 748 824 744 812

要介護５ 695 762 956 758 963

4,590 4,951 5,781 4,987 5,615

523要支援

認定者数合計

経過的要介護

単位：人 



● 第２章 横手市の現状と将来推計 ● 

 31 

（２）介護保険サービスの受給状況 

 

 

 

 

【介護保険サービスの受給状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護保険サービスの受給率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域密着型サービスの受給率は4％、施設サービスの受給率は16％ 

単位：人 

旧区分 新区分 認定者 居宅受給 地域密着 施設

要支援１ 348 176 - -

要支援２ 335 192 - -

要介護１ 1,267 762 40 49

要介護２ 1,047 637 82 118

要介護３ 911 470 78 191

要介護４ 815 359 40 262

要介護５ 950 301 12 307

5,673 2,897 252 927

- 51% 4% 16%

- 59% 4% 18%受給率（国）

要支援

認定者数合計

受給率

地域密着型 

市　名 地域密着受給率 施設受給率

秋田市 4% 16%

能代市 9% 21%

横手市 4% 16%

大館市 3% 21%

男鹿市 4% 19%

湯沢市 5% 21%

鹿角市 4% 22%

潟上市 3% 21%

北秋田市 5% 20%

地域密着型受給率 
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９ 介護支援専門員調査結果にみる市の現状 
 

（１）地域に拡充してほしい事業・理由 

 

 

 

【地域に拡充してほしい事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域に拡充してほしい事業の理由】 

  回答数 構成比 

地域にない 20 22.5% 

地域での供給が足りない 56 62.9% 

その他 3 3.4% 

無回答 10 11.2% 

●地域拡充を望む事業で多いのは、「短期入所生活介護・療養介護」や 
「通所介護」で、理由は「地域での配給が足りない」である 

18

3

4

38

2

27

21

33

1

7

19

5

3

2

16

2

13

8

0 10 20 30 40

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護・療養介護

特定施設入居者生活介護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

介護老人福祉施設

地域密着型介護老人福祉施設入所者

生活介護

介護老人保健施設

特にない
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（２）介護サービスが充実すると在宅生活が可能と考える 

介護サービス事業の優先順位について 

 

 

 

 

 

① 第１に在宅生活可能と考える介護サービス事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第２に在宅生活可能と考える介護サービス事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5%

6.7%

7.9%

22.5%

39.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

夜間対応型訪問介護

通所リハビリテーション

通所介護

訪問介護

短期入所生活介護・療養介護

9.0%

10.1%

14.6%

15.7%

16.9%

0.0% 4.0% 8.0% 12.0% 16.0% 20.0%

訪問介護

訪問看護

夜間対応型訪問介護

短期入所生活介護・療養介護

通所介護

●施設入居することなく、在宅生活が可能と考える介護サービスは、 

「短期入所生活介護・療養介護」が多い 


